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「令和６年度 学校運営方針」

鶴南特別支援学校

校長 分藤 賢之
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１ 校訓 元気に たゆまず 美しく

２ 経営・教育方針
（１） 学校教育目標
○児童生徒が、個性を大切にして明るく元気に生活するとともに、
自分の思いや考えを基に楽しく学び、身に付けた資質・能力を
発揮して周りの人や地域、社会と豊かに関わりながら、自分の
目標に向かって努力し、優しく美しい心情で自他を尊重する態
度を高め、卒業後の自立と社会参加を図る。

（２） めざす児童生徒像
① 健康な心と体をつくる児童生徒
② 身に付けた資質・能力を活用し、主体的に行動する児童生徒
③ 目標をもち、学び続ける児童生徒
④ 自他を大切にし、感性豊かで協調性のある児童生徒

令和６年度 学校運営方針
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（３） めざす学校像
① 子どもの夢や願いを実現させる学校
② 安全で安心して学ぶことができる学校
③ 保護者や地域に信頼される学校

（４） めざす教師像
① 特別支援教育に対する誇りをもち、適切な指導及び必要な支
援を行うことができる教師

② 人権を尊重し、一人一人を大切にすることができる教師
③ 児童生徒の可能性を最大限に伸ばすことができる教師

令和６年度 学校運営方針
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（５） 経営活動と教育活動の重点
【経営活動の重点】

① 児童生徒、保護者、教職員が融和協調して明るく楽しい校風
を樹立

② 児童生徒が安全に生き生きと体験や協働、挑戦ができる教育
環境の整備と充実

③ 本校、五島分校の教育環境の整備・充実と西彼杵分教室の分
校化の推進（令和７年度開校）

【教育活動の重点】

④ 児童生徒の実態に応じた教育課程の編成と資質・能力を育成
するための学習の過程を重視

⑤ 教職員一人一人の自立活動の専門性向上と地域支援の充実
⑥ 児童生徒一人一人のキャリア発達を支援するキャリア教育の
充実と希望する進路の実現

令和６年度 経営活動と教育活動の重点
（令和４年度～３か年）
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令和６年度の努力目標
- 経営活動の重点に対する行動計画 -

（６） 本年度の努力目標

【経営活動の重点に対する行動計画】

○本校教育の広報活動を充実し、学校の魅力を積極発信する。
○定期的にコンプライアンス研修やリスクに関する情報交換の
場を設け、「不祥事０」、「交通事故０」、「ハラスメント０」に努
める。

○PTAとの連携・強化を図り、業務や研修の充実に努める。
○中・高等部の一貫したキャリア教育の推進を図るため組織連
携を強化する。

○西彼杵分校化（R7年度）に向けて環境整備（小中学部）のほ
か、高等部と小中学部間の連続性を重視した教育課程を編
成する。

5

（６） 本年度の努力目標

【教育活動の行動計画】

○校内横断的な連携による校内研究を推進し、「個別の教育支
援計画」と「個別の指導計画」の関連をもって効果的な作成の
在り方を探る。

○教育課程検討委員会（R5年度）に基づき「単元構成表」の検討
と「学習計画表」の検証の二つの側面からカリキュラム・マネジ
メントの質の向上を図る。

○知的障害のある児童生徒の「認知の（知る）過程」を研修し、実
態把握の充実や授業改善につなげる。

○中・高等部の一貫したキャリア教育の工夫に努める。
-中学部生徒の高等部体験活動の重視、「みつめる力」を高める学習の工
夫、キャリアパスポートに関する記録の工夫
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令和６年度の努力目標
- 教育活動の重点に対する行動計画 -
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関連資料

7

～各目標・像・重点の間の関係性と解説～

令和６年度 鶴南特別支援学校 学校運営方針 構造図

運営の重点

経営活動 教育活動

本年度の努力目標
鶴南の教職員一人一人が自覚して取り組む使命と役割

経営活動の
行動計画

教育活動の
行動計画

中
期
経
営
目
標
・
計
画

年
度
経
営
方
針

各年度の学部目標、学部運営、各種委員会、分掌部、研究・研修、各種計画等に反映させること

学校教育目標

〈めざす児童生徒像〉

〈めざす学校像〉

元気に たゆまず 美しく

日本国憲法、教育基本法
学校教育法（ 特別支援学校の目的）
学校教育法施行規則
特別支援学校学習指導要領（教育目標
等）
長崎県条例、各種計画等（方針、指標）

校 訓 児童生徒の実態、学校の実態
地域の教育資源や学習環境の実態
保護者、教職員の願い
関係機関との連携
学校を取り巻く今日的な課題

〈めざす教師像〉

8

学校評価
（教職員）
（保護者）
（児童生徒）

と
業績評価
/能力評価
を

関連付けて実施
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学校教育目標（R6年度）
– 各学部に共通した指標 -

学校教育目標 学校教育目標の達成に向けた共通の指標

児童生徒が、
○ 知的障害による学習上（認知の過程）の困難を主体的に改善したり、合
理的配慮を含む支援の提供を受けたりして学んでいるか。

個性を発揮して明るく元気
に生活するとともに、

○ 自分のよさに着目し、健康で安全に生活するための意欲を高め、自ら進
んで学校生活を楽しもうとしているか。

自分の思いや考えを大切に
楽しく学び、

○ 自らの興味・関心や、思いや考えを基に課題と向き合い、自分なりに解
決方法を選択しながら進んで学ぼうとしているか。

身に付けた資質・能力を発
揮して

○ 各教科等の学習で習得した資質・能力を他の学習や生活の場面で活用
しているか、又は活用しようとしているか。

周りの人や地域、社会と豊
かに関わりながら、

○ 自分なりの方法で、相手や状況に応じて、主体的にコミュニケーションを
図り、集団活動などに積極的に参加しようとしているか。

自分の目標に向かって努力
し、

○ 自ら見通しを立てたり、振り返ったりしながら、粘り強く取り組みながら主
体的に学習に取り組もうとしているか。

優しく美しい心情で自他を
尊重する態度を高め、

○ 感性を豊かに働かせて、様々なことを感じ取りながら考え、表現し、他
者と共に心を通わせて学校生活を送ろうとしているか。

卒業後の自立と社会参加を
図る。

○ 自分自身をみつめ、学ぶことと、将来の生活や進路とのつながりを意識
しながら、主体的な選択や意思決定、目標を段階的に修正して、自己実
現に向けて努力しているか。
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「学校教育目標」の達成や「めざす児童生徒像」を引き出すための授業改善の視点

学校教育目標 めざす児童生徒像
学校教育目標の達成やめざす像を引き出すための

授業改善の視点

児童生徒が、 ② 身に付けた資質・能力

を活用し、主体的に行

動する児童生徒

○ 知的障害による学習上（認知の過程）の困難を改善する自立活動の指導

○ 知的障害による学習上（認知の過程）の困難を踏まえた合理的配慮を含む支

援を提供する各教科等の指導

個性を発揮して明るく元

気に生活するとともに、 ① 健康な心と体をつくる児

童生徒

○ 体力を付ける指導

○ 安全に生活する意欲や知識を高める指導

○ 情報や行動の選択を引き出す指導

自分の思いや考えを大

切に楽しく学び、 （再掲）

② 身に付けた資質・能力

を活用し、主体的に行

動する児童生徒

○ 自己選択・自己決定の機会を設け、思考・判断・表現する展開の多い指導

○ 学んだことを実際的な状況下で発揮できるような指導

○ 成功経験を豊富にする指導

○ 学校や社会の決まりを守って生活する指導

身に付けた資質・能力

を発揮して

周りの人や地域、社会

と豊かに関わりながら、

自分の目標に向かって

努力し、

③ 目標をもち、学び続ける

児童生徒

○ 個々の発達の段階を踏まえ、スモールステップの考え方を大切にした段階的

な指導

○ 学習のねらいを自覚し、学習の過程や学習環境が分かりやすい指導

○ 見通しを立てたり、振り返ったりすることを計画的に取り入れた指導

○ 自分の生活体験や、興味や関心をもとに課題を見付ける指導

○ 自分なりに解決方法を選択、決定して課題解決に取り組める指導

優しく美しい心情で自他

を尊重する態度を高め、

④ 自他を大切にし、感性

豊かで協調性のある児

童生徒

○ 表現する楽しさや喜びを味わう機会がある指導

○ 命を大切にする心情を育てる指導

○ 他者と協力して行動したり、課題解決したりすることに取り組める指導

卒業後の自立と社会参

加を図る。

（再掲）

③ 目標をもち、学び続ける

児童生徒

○ 集団において役割が得られ、その活動を遂行できるようにする指導

○ 互いに認め合い、励まし合い、学び合う機会がある指導

○ 活動後に充実感や達成感、自己肯定感が得られる指導

10
学校評価（教職員）と業績評価/能力評価を関連付けて実施
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「めざす学校像」を引き出すための「経営活動の重点」と
共通のねらい

めざす学校像
主として「経営活動の重点」に共通のねらい

- 全教職員 -

①子どもの夢や願いを実現させる学校 ○ 学校教育目標の達成に向けた共通の指標が実践でき
ているか。

○ 「学校教育目標」の達成や「「めざす児童生徒像」を引き
出すための授業改善の視点を意識した経営（学部、学
年、学級、分掌部等）はできているか。

②安全で安心して学ぶことができる学校

③ 保護者や地域に信頼される学校

○ 本校教育の魅力を積極的に発信し、広報活動が実践で
きているか。

○ コンプライアンス研修やリスクに関する情報交換の場に
積極的に参加しているか。

○ 「不祥事０」、「交通事故０」、「ハラスメント０」は実行・継
続できているか。

○ 保護者に対し、子供の教育に必要な情報の収集、提供、
発信に努めているか。
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学校評価（教職員）（保護者）（児童生徒）と関連付けて実施

業績評価/能力評価を関連付けて実施

「めざす教師像」を引き出すための「教育活動の重点」と
共通のねらい

めざす教師像
主として「教育活動の重点」に共通のねらい

- 全教職員 -

①教育に対する誇りをもち、適
切な教育を提供できる教師

○ 児童生徒のためになるかを常に考えて教育ができているか。
○ 県の「育成指標」や、「研修受講履歴等に関する事項」を踏まえ、
管理職との『対話と奨励』を通して自己の教職員キャリアに応じ
た専門性向上に努めているか。

②人権を尊重し、一人一人を大
切にする教師

○ 授業で、児童生徒の自己効力感（少し頑張れば、自分でもでき
そうだと思う感情）の育成を大切にしているか。

○ 児童生徒が、自分は認められている、と感じる場面を意図的に
設定しているか。

③子ども能力や可能性を最大
限に伸ばすことができる教師

○ 令和６年度に実施する教育課程に基づいて、計画的な指導と学
習評価が展開できているか。

○ 知的障害による学習上（認知活動）の困難を踏まえ、合理的配
慮を含む支援の提供が講じられているか。

○ 知的障害による学習上（認知活動）又は生活上の困難さを捉え、
自立活動の指導ができているか。
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学校評価（教職員）（保護者）（児童生徒）と関連付けて実施

業績評価/能力評価を関連付けて実施
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経営活動の重点 重点に迫るための行動計画

○ 本校教育の広報活動を充実し、学校の魅力
を積極発信する。

○ 定期的にコンプライアンス研修やリスクに関
する情報交換の場を設け、「不祥事０」、「交
通事故０」、「ハラスメント０」に努める。

○ PTAとの連携・強化を図り、業務や研修の充
実に努める。

 HP、新聞、作品展等により積極的に発信する。
 「よりよい職場に向けて」のワークショップを開催す
る。服務宣誓等を定期的に開催する。コミュニケー
ションを活発にする。楽しい職員室にする。

 ファミリーサポートプログラムを開催する。PTAのよ
りよい組織・運営について保護者と語る。

○ 中・高等部の一貫したキャリア教育推進を図
るため組織連携を強化する。

 「中高一貫教育推進委員会」を新設・運営（５月、１２
月）する。

 中学部と高等部にそれぞれ「中高一貫教育推進担
当」を任命する。

 中学部と高等部間でキャリア教育の側面からカリ
キュラム・マネジメントを推進する。

○ 西彼杵分校化（R7年度）に向けて環境整備
（小中学部）のほか、高等部と小中学部間の
連続性を重視した教育課程を編成する。

 校長、事務長のリーダーシップのもと、高等部西彼
杵分教室に新設された分校化推進担当（教頭を兼
務）を窓口に、県、県教委、西海市、大瀬戸中学校、
時和特別支援学校等と連携し、就学予定者の把握、
大瀬戸中施工、給食実施（西海市提供）、スクール
バス運行（西海市、添乗員）、教育課程編成など分
校化業務を確実に推進していく。

本年度の努力目標（年度運営方針）
-鶴南の教職員一人一人が自覚して取り組む使命と役割 -

13

学校評価（教職員）（保護者）（児童生徒）と関連付けて実施

業績評価/能力評価を関連付けて実施

教育活動の重点 重点に迫るための行動計画

○ 校内横断的な連携による校内研究

を推進し、「個別の教育支援計画」

と「個別の指導計画」の関連をもっ

て効果的な作成の在り方を探る。

○ 校内研究組織構造図（R6）に基づき研究（２年次）に積極的に取り組む。

○ 研究部、自立活動部、教務部、教育支援部で、研究計画の進捗状況の把

握・評価を行う。

○ 研究課題を確認し、課題解決に向けて役割分担に基づき協働する。

○ 教育課程検討委員会（R5）に基づ

き「単元構成表」の検討と「学習計

画表」の検証の二つの側面からカ

リキュラム・マネジメントの質の向

上を図る。

○ 小学部、中学部、高等部では、生活単元学習の「単元構成表」に示されてい

る各教科等の内容の妥当性を検討する。

○ 小学部、中学部では、令和５年度の「学習計画表」をもとに実施した各教科

の指導内容について妥当性を検証する。

○ 高等部では、各教科等又は各教科等を合わせた指導の「学習計画」を作成

する。

○ 知的障害のある児童生徒の「認知

の（知る）過程」を研修し、実態把

握の充実や授業改善につなげる。

○ 拡大研究部会に「ファシリテーター校内研修会」を設け、認知、又は「認知の

（知る）過程」に関する研究情報を収集・発信し、教職員の力量形成や授業

改善に努める。

○ 中・高等部の一貫したキャリア教

育の工夫に努める。

○ 中学部生徒による高等部体験学習等の計画・実施、検証するなど効果的な

キャリア教育を探究し、カリキュラム・マネジメントに努める。

○ 中学部、高等部生徒の「みつめる力」を高めるための学習を工夫し、校内に

発信する。

○ キャリアパスポートのほか効果的な記録・保存の方法を工夫する。

本年度の努力目標（年度運営方針）
-鶴南の教職員一人一人が自覚して取り組む使命と役割 -

本年度の学部目標、運営、各種委員会や分掌部活動、研究、研修、各種計画の作成・実施などに反映させること。

経営活動の行動計画 教育活動の行動計画

14
学校評価（教職員）と業績評価/能力評価を関連付けて実施
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参考

15

-令和５年度の取組 -

令和5年度初め、学校教育目標の改善に向けた動き

16

15

16
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【観点】
①生活習慣・生活技能 ②対人関係・社会性 ③意欲・主体的態度
④作業・職業 ⑤自然・社会 ⑥言語・数量 ⑦造形・音楽・運動

⑧困難の改善

②「目標」か、「方法」か曖昧な表現がある

⑤「人間」ではなく
「人間性を涵養」す
る資質・能力を育成
する必要がある。

④「めざす児童生徒像-【観点】-学部目
標」は関連した表記に見えるが、学校教
育目標とのつながりが分かりにくい。

③「自己実現」と「社会参加」や「生涯にわたる豊
かな生活を送ること」の関係性が分かりにくい。

学校教育目標の改善に向けた動き

①資質・能力の育成を目指すことが分かりにくい。
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令和５年度 鶴南特別支援学校 学校経営方針 構造図

学校経営の重点

経営活動 教育活動

本年度の努力目標
鶴南の教職員一人一人が自覚して取り組む使命と役割

経営活動の
行動計画

教育活動の
行動計画

中
期
経
営
目
標
・
計
画

年
度
経
営
方
針

各年度の学部運営、各種委員会、各分掌部、研究、研修、各種計画等に反映させること

学校教育目標

〈めざす児童生徒像〉
〈めざす学校像〉

元気に たゆまず 美しく

日本国憲法、教育基本法
学校教育法（ 特別支援学校の目的）
学校教育法施行規則
特別支援学校学習指導要領（教育目標
等）
長崎県条例、各種計画等（方針、指標）

校 訓 児童生徒の実態、学校の実態
地域の教育資源や学習環境の実態
保護者、教職員の願い
関係機関との連携
学校を取り巻く今日的な課題

〈めざす教師像〉
接続するための工夫

⚫学校教育目標の達成
に向けてすべての学
部・学級に一貫性のあ
る指標

⚫学校教育目標とめざす
児童生徒像等の関連

⚫めざす児童生徒像を
引き出すための学校
経営の重点

⚫一貫した経営活動と教
育活動の指標

⚫経営活動と教育活動
の行動計画（指針）
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令和５年１１月１日 「教育課程全体説明会」より抜粋

本校が組織的かつ計画的に実践している取組
-各教科等の指導と評価の一体化を重視 -
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本校が組織的かつ計画的に実践している取組
- 自立活動の指導を重視 -
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本校が組織的かつ計画的に実践している取組
- キャリア発達を促すキャリア教育を重視 -

令和５年度『学校要覧』より抜粋

本校が組織的かつ計画的に実践している取組
- 学校教育目標等と学校評価との関連を重視 -

令和５年度「学校評価実施要領」より抜粋

その他
○各部及び各校務分掌部の学期の反省を、学校評価の各部
及び各校務分掌部の重点目標の評価と関連付ける。
• 各部の学期反省について、各学級・学年等の反省を受け
て部主事が集約・総括し、各部の目標（＝学校評価の重
点目標）を評価する（別紙様式１）。

• 各校務分掌部の学期反省については、部内の反省を受
けて主任が集約・総括し、目標（＝学校評価の重点目標）
を評価する（別紙様式２）。
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校長が継続して実践している取組
- ことばの力を重視 -

令和５年度のスタートにあたり、始業式や入学式、職員会議の場で、今年の鶴南の『合言葉』を伝えま
した。
『合言葉』は、「楽しい学校。考えることが楽しい授業」です。
鶴南の勉強では、分からないはマイナスではありません。分からないから考えることができますし、
大切な学びのチャンスだということを子供たちや先生方に話をしました。
分からないからこそ「よし考えてみよう！」や「そうだ調べてみよう！」などと勉強のスタートをきる
ことができますので、「分からないなぁ？」をたくさん集めて「よし考えてみよう！」などと前向きな言
葉に変えていく、そのような子供たちの気持ちを大切にした授業を、これから先生方と一緒につくっ
ていきたいと宣言したところです。
勉強の答えを考える主役は子供たちです。答えを探す主役も子供たちです。そして、答えを見つける
主役も子供たちです。
学校は、先生が準備した答えを子供がただ暗記するためだけの場所ではありません。正解だけに意
味があるのではなく、子供が自分なりに感じ、思い、行動し、チャレンジしようとする気持ちを育むこと
も大切です。それを楽しんで続ける姿が、鶴南の『合言葉』につながる「学び方」であってほしいと願っ
ています。
たくさん考えながら、子供たちから自然に湧き出てくる「よーし！」とか、「そうだ！」とか、「分かっ
た！」とか、「できた！」とか、「やった！」といった学びを主体的に楽しむ姿が、あちらこちらの教室で
見られるような鶴南の教育を目指してまいります。
これからも本校の教育に対して、保護者の皆様をはじめ、関係の皆様方のご理解とご協力を賜りま
すようお願い申し上げます。

鶴南広報誌『はばたき』より抜粋
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